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８．異常表示

保存用

この取扱説明書の内容は予告無しに変更します。
また、取扱説明書中の図、及び表示は実際の仕様を
保証するものではありません。
この取扱説明書を製造者の許可なくして変更、複製
することを禁じます。

ＰＤ－１２ポータブルドライヤ

取扱説明書　　

この取扱説明書は、必ず最終ユーザ様までお届けください。

１．据え付け

７．外部運転をおこなう場合

６．運転停止

株式会社　竹綱製作所

●ご使用前に必ずお読みください。

このたびは、ポータブルドライヤをお買い上げいただきまして、誠にありがとうございます。
本体の銘板にて、型式、品番、電圧がご注文の製品に相違ないかをご確認ください。

５．運転

　　保守点検・保証書

４．サービス端子

３．電源

２．配管



１．据え付け

③設置できない場所
　・可燃物の付近 　・発熱物の上部　・振動のある場所 　・屋外で風雨にさらされる場所

①取手には本体固定用穴（Ｍ６　２ヶ所）を設けています。必要に応じて取手を利用し、しっかりと本体を固定して
　　ください。また、オプションにて固定金具（型式：ＰＤＬ）をご購入いただいた場合は、本体側面の固定金具用取
　　付穴（Ｍ４　インサートナット　４ヶ所）を利用し、任意に取り付けてください。

②本体の設置方向（上向き、下向き、前後左右傾斜）に制限はありません。ただし、吐出角度が水平より下向き
　　に設置された場合、連続使用可能熱風温度が常温～４５０℃となりますので、必ずこの温度範囲にてご使用
　　ください。また、取り付け姿勢状態にによっては運転停止時に余熱による影響を受るため、必ず自動冷却運転
　　をおこなうように、本体の停止スイッチ、または外部運転入／切端子にて停止をおこなってください（元電源を
　　遮断した場合、自動冷却運転はおこなわれません）。

－１－

①ポータブルドライヤの電源電圧にあった専用電源を用意してください。

⑦本機には運転停止操作時に内部温度に対応した自動冷却運転機能が装備されています。これは元電源の遮
　　断時には作動しませんので、元電源の遮断による運転停止をおこなうような回路を組まないでください。

元電源を遮断して本機を停止した場合、自動冷却運転機能が作動せず、余熱による故障の原因となります。

⑤他の機器と連動させて高頻度で電源を入り切りしないでください。

③延長コードを使用される場合は電圧降下を考慮してください。

②１００Ｖ電源の機種は同じコンセントの電源で他の機器と同時に使用しないでください。

⑥日本国内用（１００Ｖ・２００Ｖ電源機種）は日本国外では使用しないでください。

④２００Ｖ（２３０Ｖ：海外用）電源の機種は必ずアース工事（３００Ｖ以下：Ｄ種接地）をしてください。

２．配管

　・標高１０００ｍ以上の場所

④熱風運転時に本機が吐出下熱風のはね返り等による熱の影響を受けないように注意してください（オプション
　　にて熱気吸い込み故障防止用吸い込みカバーを用意しています）。

　・密閉された部屋、及びケース内 　・フィルタ面がふさがれる場所

　・酸性ガス、腐食性ガス等が浮遊している場所

　・ほこり、粉塵等の多い場所

吐出角度が水平より下向きに接地した場合、連続使用可能熱風温度範囲は、常温～４５０℃となります。

　・周囲温度０～＋４０℃以外の場所 　・周囲湿度８５％Ｒ.Ｈ.以上の場所

　・気圧の低い場所

　・パソコン、ラジオ、計測機器等のノイズの影響を受ける場所 　・幼児が触れる恐れのある場所

　・通電性浮遊物（カーボン繊維等）のある場所

３．電源

②ＰＤＦ６５合フランジアダプタはバンドでしっかりと固定してください。

①配管おこなう場合は、必ずＰＤＦ６５合フランジアダプタを利用してください。
　　熱風吐出口に直接配管しないでください。

③配管はできるだけ短くしてください。また、
　　配管を極端に絞らないでください。

④吸入口、吐出口をふさがないでください。
　　ホース配管は熱風が漏れないようにバンド
　　でしっかりと締め付けてください。



【サービス端子の説明】

【サービス端子の接続方法】

－２－

●ポータブルドライヤには外部入力、外部出力のサービス端子（コネクタ式）を標準で装備しています。
　　必要に応じてご利用ください。
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茶
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※出力端子の接点容量は、ＤＣ５Ｖ　１０ｍＡ以上・ＤＣ
　　３０Ｖ　１Ａ以下（無電圧接点信号）です。

6

7

1

2

3

4

5

6

　外部運転にてヒータの入／切をおこなう
　場合に使用します。入力は接点出力
　（端子電圧ＤＣ５Ｖ　３．６ｍＡ以下）対
　応です。

　異常時に開になる接点の端子です。

・外部運転入／切端子
　外部運転にて運転／停止する場合に使
　用します。入力は接点出力（端子電圧
　ＤＣ５V　３．６ｍＡ以下）対応です。

黒

コネクタ式
サービス端子

橙

橙

赤

白

7

サービス端子用リード線（付属品）
サイズＡＷＧ２２　長さ１４４㎜　７本

（日本圧着端子製造　ＸＡＰ－０７Ｖ－１９）

◆ サービス端子の配線には、必ず付属の
　　サービス端子用リード線と、専用の締
　　結部品をご使用ください。

《付属品》
　・サービス端子用リード線　１４４㎜　１式

※出力端子は温度警報出力を選択することもできま
　　す。詳細は当社ホームページの取扱説明書『便
　　利な機能』編をご参照ください。

・出力端子　Ａ接点

・出力端子　コモン

　異常時に閉になる接点の端子です。

　出力端子のコモン端子です。

・出力端子　Ｂ接点

・外部ヒータ入／切端子

　・収縮チューブ　φ６　１００㎜　１本

　・収縮チューブ　φ４　１００㎜　１本

　・インシュロック　２本

　・タイマウント　１個 ・専用ビス　１個

　　　締結せずに使用すると、サービス端子用リード線が引っ張られたとき、コネクタの抜けや破
　　　損の原因となります。

⑧各配線に閉塞絶縁端子等で配線してご使用ください。 完成写真

⑤サービス端子用リード線のコネクタを、コネクタ式サービス端子へしっか
　　りと差し込んでください。

⑥サービス端子カバーをタイマウントと一緒に専用ビスで取り付けてくだ
　　さい。

４．サービス端子 ※サービス端子の配線は添付の『サービス端子（結線例）』を必ずお読みください。

⑦サービス端子用リード線をタイマウントへインシュロックにてしっかりと
　　締結してください。

①サービス端子カバーを外してください。

②コネクタ式サービス端子の空コネクタを外してください。

③サービス端子用リード線に、ご使用配線数にあわせてφ６、またはφ４
　　の収縮チューブを通してください。
　　　このとき、マークチューブを取り外す必要がありますが、配線色にて信号線が決定されてい
　　　るので、特に記憶する必要はありません。

④サービス端子用リード線を、サービス端子カバーのグロメットに通してく
　　ださい。
　　　グロメットにはカッター等で穴加工をしてください。

サービス端子用リード線

収縮チューブφ６

収縮チューブφ４

インシュロック

タイマウント

専用ビス



 

 

５．運転

　　停止ランプ（緑）が点灯し、熱風温度指示ＰＶ部に現在温度、
　　設定ＳＶ部に『０』が表示します。

①工場電源（一次側電源）をＯＮにしてください。

　　熱風温度指示ＰＶ部に『ＦＡＮ』、設定ＳＶ部に『１００』が表示
　　します。

吐出角度が水平より下向きの場合、
４５０℃以上に設定しないでください。

②温度設定アップダウンキーにて任意の吐出口
　　温度を設定してください。

－３－

※ヒータランプはヒータ制御のタイミングで点滅を開始します。

③風量調節アップダウンキーを１回押してくださ
　　い。

④風量調節アップダウンキーにて７０～１００％の
　　範囲で任意に風量を設定してください。

　　設定後、停止スイッチにて通常温度表示へ戻してください（無
　　操作５秒で通常温度表示へ自動切り替わり）。

⑤送風スイッチを押すと、送風ランプ（緑）が点灯
　　し、送風運転を開始します。

⑥熱風スイッチを押しと、熱風ランプ（橙）とヒータ
　　ランプ（緑）が点灯し、熱風運転を開始します。



 

 

 

６．運転停止

　　①ご使用温度が９０℃以上の場合、熱風ランプ（赤）が消灯し、
　　　　送風ランプ（緑）と自動冷却運転ランプ（橙）が点灯し、設定
　　　　されていた風量で送風運転を開始します。

● ポータブルドライヤには、内部温度に応じて自動冷却運転をおこなったあと、自動的に運転を停止する機能が
　　装備されています。

● 停止スイッチを押してください。

　　②吐出温度が９０℃未満になると自動冷却運転ランプ（橙）
　　　　が点滅し、最小風量（７０％）にて送風運転に切り替わり
　　　　ます。また、ご使用温度が９０℃未満の場合は、停止ス
　　　　イッチを押すと同時にこの動作を開始します。

－４－

◆ 外部運転入／切端子を使用して、外部信号によって運転を停止した場合も、上記の自動冷却運転を
　　実施します。

　電源コードを引き抜いたり、元電源を遮断して運転を停止した場合は、自動冷却運転がおこなわれ
　ず、取り付け姿勢によっては余熱によりポータブルドライヤが故障します。

　　③吐出温度が６０℃未満になると、すべての運転が停止しま
　　　　す。また、ご使用温度が６０℃未満の場合は、停止スイッ
　　　　チを押すと同時にすべての運転が停止します。

※自動冷却運転機能はポータブルドライヤの吐出温度のみでは
　　なく、ヒータ内部温度も同時に管理して冷却運転のレベルを変
　　更しています。よって、吐出温度が９０℃未満、または６０℃未
　　満であっても、ヒータ内部温度が高温の場合は、上記①、また
　　は②の自動冷却運転を実施する場合があります。

　　また、同様に吐出温度が自動冷却運転切り替わり温度に達し
　　ても、ヒータ内部温度が高温の場合は、ヒータ内部温度が一
　　定温度に下がるまで上記②の自動冷却運転、または③の停
　　止に切り替わらない場合があります。

※自動冷却運転中に再度送風、または熱風スイッチを押すと、自
　　動冷却運転はキャンセルされて、通常の送風、または熱風運
　　転となります。



 

 

【外部ヒータ入／切端子が閉での運転待機状態】

熱風温度設定ＳＶ部の
１の位のドットと熱風ラ
ンプが点滅します。

熱風温度設定ＳＶ部の
１の位のドットと送風ラ
ンプが点滅します。

－５－

③サービス端子の外部ヒータ入／切端子（３－４）
　　を閉にしてください。

※外部信号によって熱風運転の入／切をおこなう場合は、外部
　　ヒータ入／切端子を閉の状態で、外部運転入／切端子を開
　　閉してください。
　　また、外部運転入／切端子が開の状態で、ヒータ入／切端子
　　を開閉しても熱風運転はできません。

※サービス端子の配線方法はＰ２をご参照ください。

※外部運転入／切端子１－２の端子電圧はＤＣ５Ｖ　３．６ｍＡ
　　以下となりますので、この電圧を開閉できる接点を持つリレー
　　等をご用意ください。

外部運転入／切端子にて運転を停止後、２０秒間は再運転できません。２０秒間以内に再度外部
運転入／切端子を閉にした場合、下記の運転待機状態となり、運転停止から２０秒後に運転を再
開します（自動冷却運転中に運転再開のため、外部入／切端子にを再度閉にした時点で自動冷
却運転はキャンセルされ、送風、または熱風の状態となります。

注意 ：

【外部ヒータ入／切端子が開での運転待機状態】

７．外部運転を使用する場合

　　熱風温度設定ＳＶ部の１の位のドットが点滅します。

　　熱風温度設定ＳＶ部の１の位のドットが点滅状態で、熱風ラン
　　プ（橙）とヒータランプ（緑）が点灯し、熱風運転を開始します

● 外部からの信号によってポータブルドライヤの運転停止、及びヒータの入／切が操作できます。

①温度、風量設定後、停止状態にて送風運転ス
　　イッチを約３秒間押し続けてください。

②サービス端子の外部運転入／切端子（１－２）
　　を閉にしてください。

　　熱風温度設定ＳＶ部の１の位のドットが点滅状態で、送風ラン
　　プ（緑）が点灯し、送風運転を開始します



－６－

《主な原因》 《主な原因》

吐出熱風のはね返りによる吸入、吸入口
近辺の別熱源の影響等

ポータブルドライヤの設置雰囲気温度が
高い、吐出熱風のはね返りによる吸入、
炉体上部設置による炉体放熱の影響等

※上記以外の異常表表示が発生した場合は、当社ホームページの取扱説明書『便利な機能』編をご参照ください。

《復帰方法》

《復帰方法》

注意　：　異常時の配線確認や配線手直しは必ず元電源（工場電源）を遮断して実施してください。

④吸入温度異常 ⑤内部温度異常
吸入温度が上限を超えた場合、異常ラン
プ（赤）が点灯し、指示ＰＶ部に『ＡＬＭ』、
設定ＳＶ部に『ＴＨＲ』が点滅し、送風運転
状態となります。

ポータブルドライヤの内部温度が＋６５℃
異常になった場合、異常ランプ（赤）が点
灯し、指示ＰＶ部に『ＡＬＭ』、設定ＳＶ部に
『ＯＨ』が点滅し、送風運転状態となりま
す。

《復帰方法》

《復帰方法》

《復帰方法》

８．各異常表示

ヒータ内部が異常高温となった場合、異
常ランプ（赤）が点灯し、指示ＰＶ部に『ＡＬ
Ｍ』、設定ＳＶ部に『ＴＣＢ』が点滅し、送風
運転状態となります。

ヒータケースが異常高温となった場合、
異常ランプ（赤）が点灯し、指示ＰＶ部に
『ＡＬＭ』、設定ＳＶ部に『ＴＰＢ』が点滅し、
すべての運転が停止します。

吐出口温度が上限を超えた場合、異常
ランプ（赤）が点灯し、指示ＰＶ部に『ＡＬ
Ｍ』、設定ＳＶ部に『ＴＣＡ』が点滅し、送
風運転状態となります。

　　　（ヒータ内部温度感知用）

《主な原因》

　　　（ヒータケース温度感知用）

● ポータブルドライヤが異常時に、ブザー音が鳴り、各異常内容が表示され、送風運転状態、または運転が停
　　止します。必ず異常内容を取り除き、充分に冷却してから、各復帰方法にて運転を再開してください。

①オーバーヒート ②オーバーヒート ③吐出口温度異常

《主な原因》 《主な原因》

停止スイッチを押し、自動冷却運転を実
施した後（充分に冷却した後）、元電源を
いったんＯＦＦにてし、再度ＯＮにしてくだ
さい。

吸入口フィルタの詰まり、吐出側の過大
な抵抗等による風量不足、吐出熱風のは
ね返り

温度ヒューズが溶断していますので、返
却修理をお申し付けください。

停止スイッチを押し、自動冷却運転を実
施した後（充分に冷却した後）、元電源を
いったんＯＦＦにてし、再度ＯＮにしてくだ
さい。

吸入口フィルタの詰まり、吐出側の過大
な抵抗、送風機のロック等による風量供
給停止、下向き使用時の元電源遮断

吸入口フィルタの詰まり、吐出側の過大
な抵抗による風量不足、吐出熱風のは
ね返り

※外部運転中に各異常が発生した場合
　　は、ＳＶ部の１の位のドットが点滅状
　　態で各異常内容が表示されます。

※停止中に各異常が発生した場合は、
　　停止状態にて各異常内容が表示され
　　ます。

停止スイッチを押し、自動冷却運転を実
施した後（充分に冷却した後）、元電源を
いったんＯＦＦにてし、再度ＯＮにしてくだ
さい。

停止スイッチを押し、自動冷却運転を実
施した後（充分に冷却した後）、元電源を
いったんＯＦＦにてし、再度ＯＮにしてくだ
さい。
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本　　社

〒144-0035　東京都大田区南蒲田２丁目４番４号

www.taketsuna.co.jpホームページ

TEL (03) 5710-2001㈹　FAX (03) 5710-2005

東京支社

株式会社　竹綱製作所製　造

保守点検

◆ポータブルドライヤの吸入口にはフィルタが装備されています。吸入口のフィルタは常に点検いただき、定期的
　　に清掃してください。フィルタが詰まると、ヒータケース内が異常高温となり、オーバーヒート、または温度異常
　　が発生します。

次のようなことは絶対に避けてください。事故や故障の原因になります。

熱風発生機

吸入口フィルタ点検

●ご使用時は、紙などの燃えやすいのの付近に放置しないでください。

●密閉した箱の中では絶対に使用しないでください。また、吸入口や吐出口をふさがないでください。

●電源キャップ（プラグ）をコンセントから抜くときは、電源キャップ（プラグ）を持って抜いてください。

●水回りでの使用は漏電事故の原因となり、大変危険です。

●ぬれた手で操作しないでください。

●機体内部へ絶対に指を入れないでください。吸入口や吐出口からイブとを入れることは絶対にやめてくださ

●カーボン繊維等の通電性浮遊物のある場所では絶対に使用しないでください。

●長い配管、細い配管は風量が減少し、ヒータ内部で異常過熱しますのでご注意ください。長い配管は熱ロスが大きくなり、不経済です。

●ガソリン、ガスの近くなど引火の恐れのある場所では絶対に使用しないでください。 ●改造は絶対におこなわないでください。

●本機への電源投入時に発熱体へは触れないでください。感電の恐れがあります。 ●幼児の触れない場所で使用してください。


